予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費　　　
	事業名　商工労働部政策検討調整費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　商工政策課　政策企画係　電話番号：058-272-1111（内3044）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　     　1,800千円（前年度予算額：1,800千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	要求額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	決定額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
・県経済については、一部に明るい兆しが見え始めているものの、依然として先行き不透明な状況にあることから、県経済の急激な変動時にあわせて、県内経済団体の代表者等から、各界の景気動向、課題、県の産業政策の方向性などについて率直な意見を伺う場が必要
・働く女性の約６割が第一子出産を機に離職、また、県内企業の管理的職業従事者に占める女性の割合が全国最低レベルにあるなど、ビジネス界において女性の活躍や能力活用を推進するための取組が進んでいないことから、働く女性の交流と研鑽の場を提供することにより、県内企業等における女性の活躍を促進
（２）事業内容
　①有識者会議の開催
・県内経済団体、産業界及び労働界の代表者等で構成

　　・県経済の動向や産業政策の実施状況を踏まえ、課題の解決や新たな対策    　の必要性について議論
②「ぎふ輝く女性ネットワーク」・「ぎふ女性経営者懇談会」の開催
・全国で活躍する女性を招いてのパネルディスカッションや交流会を組み合わせた「ぎふ輝く女性ネットワーク」の会合を年３回程度開催
・県内の女性経営者等と企業等における女性の活躍を促進するための施策や課題について意見交換を行う「ぎふ女性経営者懇談会」を年２回程度開催

（３）県負担・補助率の考え方

　　・「有識者会議」及び「ぎふ女性経営者懇談会」は、県の要請により開催するものであり、県負担は妥当
　　・「ぎふ輝く女性ネットワーク」は県の働きかけにより結成されたものであり、県負担は妥当
（４）類似事業の有無
　　・本県には、産業政策について意見交換を行う類似の会議はない。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	　　360
	講師・パネリスト等費用弁償、業務旅費

	需用費
	　　110
	事務用消耗品購入費、会議用弁当・飲み物代

	役務費
	     26
	郵便料、電話料

	その他
	  1,304 
	【報償費】講師・パネリスト等謝金
【使用料】会場借上料

	合計
	  1,800
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
（１）有識者会議

　　　県経済の急激な変動時に、県内経済団体の代表者等からなる有識者会議を開催することにより、県内の景気動向を的確に把握し、効果的な産業政策の立案に繋げます。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　　県内で働く女性のロールモデル（見習うべきお手本）になる女性の発掘と交流の場を提供することにより、企業等における女性の活躍を促進します。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ぎふ輝く女性ネットワーク会員数
	―
（H22）
	―
（H23）
	105人
（H24）
	141人
（H25）
	130人
（H25）
	108.1％



○指標を設定することができない場合の理由
	（１）有識者会議
　　　有識者会議は、必要の都度開催されるものであり、事業目標の達成度

　　を定量的な指標で表すことができないため。 


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）有識者会議
　　【岐阜県版成長・雇用戦略意見交換会】
　　　・第1回（H25.8.5、28名出席）、第2回（H25.10.31、27名出席）
　　　・岐阜県版成長・雇用戦略及び関連施策の充実について、県内経済　　　　団体の代表者等と意見交換を実施
（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　【ぎふ輝く女性ネットワーク】

　　　・H25.7.24　第１回会合（参加者：約60名）

　　　　「女性による新ビジネスの創造」をテーマに、全国で活躍する女性　　

　　　　起業家４名によるパネルディスカッションや参加者同士の意見交換を実施　
　　　・H25.12　　第２回会合を開催予定

　　【ぎふ女性経営者懇談会】

　　　・H25.6.10　第１回懇談会（出席者：24名）

　　　　　女性の活躍促進に向けた県の現行施策について意見交換を実施

　　　・H26.2     第２回懇談会を開催予定


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

（１）有識者会議

　　　「岐阜県版成長・雇用戦略意見交換会」の開催を通して、県経済の現状を把握することができ、岐阜県版成長・雇用戦略の策定に繋げることができた。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　　「ぎふ輝く女性ネットワーク」の活動を通して、県内で働く女性同士のネットワークづくりが進んだ。また、「ぎふ女性経営者懇談会」でいただいた情報や意見が来年度の新規施策の立案に役立てられた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	（１）有識者会議
　　　景気は緩やかに回復しつつあるが、県内中小企業の多くは、

　　まだ景気の回復を実感できないなど、依然として県経済の先

行きに不透明感が漂っていることから、今後も県経済の急激

な変動にあわせて随時開催する必要がある。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　　県内の中小企業の中には、ロールモデルとなる女性が少な

いことから、県が業種や地域の垣根を越えて、働く女性のネ

ットワークを作り、交流と研鑽の場を提供することが必要で

ある。また、県の産業施策に女性の視点を反映させていくた

めには、県内で活躍する女性と積極的な意見交換を行う場を

設ける必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	（１）有識者会議
　　　県内の景気動向を的確に把握し、効果的な産業施策の立案

　　を行うためには、行政関係者だけでなく、県内経済団体の代

表者等の有識者を招聘して会議を開催するのが有効である。
（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　「ぎふ輝く女性ネットワーク」では、会合を重ねるごとに会

　　員数が増えており、働く女性のネットワークづくりが着実に

　　進んでいる。また、「ぎふ女性経営者懇談会」では、男性では

　　気づきにくい、女性ならではの視点、感性に基づいたご意見

　　を多数頂戴しており、県の産業施策の立案に役立てられてい

る。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	（１）有識者会議
　　　定例開催ではなく、県経済の急激な変動にあわせて随時開

催することとしている。

（2） ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会
　参加者アンケートの結果を催事に反映させるなど、事業効果の向上に努めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
（１）有識者会議
　　　県経済の先行きが不透明であることから、今後も県経済の急激な変動

にあわせて随時開催する必要がある。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　　企業等における女性の活躍を促進していくためには、引き続き、県内

　　で働く女性に交流と研鑽の場を提供することともに、県の産業施策に対

して、女性ならではの視点からご意見をいただく場を設ける必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

（１）有識者会議
　　　県内の景気動向を的確に把握し、効果的な産業政策を立案するため、

　　今後も県経済の急激な変動にあわせて随時開催する。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　　今後も「ぎふ輝く女性ネットワーク」の活動を通して働く女性のネッ

トワークづくりを進めるとともに、「ぎふ女性経営者懇談会」で得られた

情報や意見等を県の産業施策へ反映させていく。


